
1. 愛知県農業土木研究会　知多支部

愛知県農業土木測量設計技術研究会

2. 令和 6年 1月16日　（火） 13時30分～16時45分

（受付：13時～）

3.

知多建設会館　3階大会議室

半田市瑞穂町5-1-3 ℡ 0569-21-0769

①開会挨拶 13時30分～13時40分

②検討会 13時40分～15時15分
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営業本部　D・box推進室　室長 岡田　進

（休憩　　5分）

④講評 16時30分～16時40分

知多農林水産事務所　建設課

⑤閉会挨拶 16時40分～16時45分

知多農業土木研究会　副会長 磯部　秀人

4. 指導期間 愛知県知多農林水産事務所

新工法説明者 基礎地盤コンサツタンツ㈱
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令和5年度　農業土木研究会知多支部　合同現地研修会　実施結果

主 催

月 ・ 日

研 修 内 容

畔栁建設課長

（予　定） 4名

35名

39名

総計 89名



【確定版】

令和５年度　合同現地研修会 出席(予定)者一覧
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開催場所　知多建設会館　　　　　　
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2 浅野建設（株） 代表取締役 浅野　福生
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6 （株）石理組 内田　司

7 （資）石亮組 営業課長 鈴木　稔久

8 伊藤組建設（株） 吉戸　響

9 岩部建設㈱ 統括工事長 伊藤　和範

10 （株）植田組 工事部長 白城　敦則

11 （株）岡戸組 工事部長 芝崎　正人

12 　　　〃 主任技術者 久松　史典

13 　　　〃 現場代理人 竹内　拓人

14 （株）尾之内工務店 専務取締役 尾之内　典久

15 （株）粕田組 課長 榊田　法寛

16 （株）門脇商店 施工主任 坂野　裕二

17 （株）小島組 GL 後藤　浩文

18 （株）シンキ・コーポレーション 石原　雅也

19 （有）鈴木組 専務取締役 鈴木　淳浩

20 （株）清久建設 金銅　文彦

21 （株）竹本組 専務取締役 竹内　博

22 大天工業（株） 土木事業部　営業課課長 宮津　知宏

23 （株）日東土木 工事課長 神野　素平
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25 （株）七番組 営業部 坂部　和弥

26 （株）ヒューテック 工事部 岸本　幸治

27 （株）美南組 営業部長 佐野　正吉

28 （株）村瀬組 工事部 森　七瀬

29 八洲建設（株） 次長 福山　裕教
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㈱花井組 参与 中野　吉昭

㈱ヒューテック 参事 吉野　伸夫
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　　令和5年度現地研修会参加者名簿（コンサルタント・県土連分）                                          　　 

連絡担当者

実      施      日

担　当    役  員 安藤　敦司 910613000012

連  絡  員  （正） 杉本哲史

連  絡  員  （副） 片山博雄

氏名 ＣＰＤ番号

吉岡 正樹 N40350 アイエス

脇田 基之 ― 吉岡 正樹

片桐　毅 ― 愛河調査  
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高津 浅春 ― 高津 浅春

森　聖智 R20068 葵エンジ

暮石　緑樹  - 片山博雄

寺西　剣悟 N90283

内藤伸吾 101404010251(RCCM) 葵コンサル

市川由姫乃 ―

山田 菊彦 ― 山田　菊彦

今枝　義隆 M60449 アローコン

加藤　浩 L30246 加藤政広
松原　峻太 N60632 NTC

平井　進

鈴木花菜 ― 大増コン

尾崎如生 ― 森田光治

坂本　卓美 ― 協和調査

尾畑厚志

尾畑　厚志 ―

　

川口雅大 M90971 三愛設計　

古田　靖 951201003715 杉本哲史

 

武田　憲明 三祐コン

武田　憲明

眞田　竜登

山本設夫 M71615 太栄コン

鈴木　実 ― 鈴木　　実

松本　正夫 N60475 大建コン

松本正夫

萩原卓真 CPD220500283拓工

鏡味彩夏 ― 沢田清光

　

CPD190400537(建コン)日本工営都市空間

尾崎富男

― 司　 
岡田　雅和

小川憲一 L25229 日本水工　 

打田智由 打田智由

青木保憲

可児　祐樹 ― 名邦  

八手幡　恭輔 ― 井本貴久

小林健太郎 L22070 若鈴コン

近藤祐介 ― 伊藤 達也

川島愛乃 ―

38

（県土連） 愛知県土地改良事業団体 小関 伸哉 R30280 県土連

連合会 塚本成晃

計 1

39　合　計　（県土連含む）

協和調査設計㈱

日本工営都市空間(株)

㈱三祐コンサルタンツ

計　（役員等含む）

（コンサル
タント）

㈱愛河調査設計

㈱葵エンジニアリング

㈱大増コンサルタンツ

知多支部

アローコンサルタント㈱

㈱アイエスシイ

葵コンサルタント㈱

㈱名邦テクノ

㈱拓工

ＮＴＣコンサルタンツ㈱

若鈴コンサルタンツ㈱

㈱三愛設計

令和6年1月16日(火曜日)

太栄コンサルタンツ㈱

㈱大建コンサルタンツ

司開発㈱

㈱日本水工コンサルタン
ト



進行：技術積算委員　小谷

1. 開会挨拶 13時30分　～　13時40分

主催者挨拶 農業土木研究会　知多支部会長 村瀬　諭

主催者挨拶 農業土木測量設計技術研究会

担当役員 安藤　敦司

来賓紹介 知多農林水産事務所　建設課

2. 検討会 13時40分　～　15時15分

仮設工の設計における課題等についての研修・検討会

① 防災ダム事業　牛作池地区　その１工事

発表者： 愛河調査設計㈱ 片桐　毅

㈱岡戸組 芝崎　正人

② 防災ダム事業　東の池

発表者： ㈱日本水工コンサルタント 青木　保憲

（10分）

3. 新工法等研修 15時25分　～　16時25分

『D・box　地盤補強』工法について

講師： 基礎地盤コンサルタンツ㈱

営業本部　D・box推進室　室長 岡田　進

（　5分）

4. 講評 16時30分　～　16時40分

知多農林水産事務所　建設課 畔栁建設課長

5. 閉会挨拶 16時40分　～　16時45分

農業土木研究会　知多支部副会長 磯部　秀人

 休　憩 
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工事概要 

地区名 ：防災ダム事業東の池地区 

工事場所：半田市板山町地内 

 事 期：令和 6 8 年度(通年)(予定) 通年通して落 可能 

工事数量：堤体工下流  中層混合処理工 H=7.51m L=40.60m 

           洪 吐   開 路・暗渠 幅 2.20 0.80m  さ 2.62 1.00m L=19.70m 

      取水施設工  斜樋 底樋(プレキャスト) φ800mm L=14.90m 

          緊急放流施設工 斜樋 底樋(現場打巻立)  φ150mm L=14.20m 

仮設工  1 式  

                                        ※設計業務中につき変更の場合あり 

 

 

 

 

 

断面と平面 

  

既設洪水吐取壊 

既設取水施設取壊 

洪水吐工 

取水施設工 

緊急放流施設工 



現場状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



仮設計画 

(1) 周辺状況による前提条件の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

④ 

② 
③

⑤ 

車が進入するためには堤体を通るしかない 

民地(私道) 

幅員狭い(2.5m) 

幅員狭い(2.5m) 

幅員狭い(2.5m) 

幅員狭い(2.5m) 電力柱があり 

拡幅困難 

民地(私道) 

① ② 

④ 

③ 

⑤ 

前提条件 
①現道は私道であり、また、接続道路も幅
員が狭く拡幅も困難なため工事用進入
路として使用できない。 

②東側の住宅(1 戸)は堤体道路が車両が
進入できる唯一の進入路となっており
工事中は代替道路が必要。 

③工事車両の進入路としては、下流側圃場
か上流側圃場からの進入が挙げられる。 



(2) 宅地への代替道路 

ため池上流側に里道が存在(下記赤ライン)するため、下記 3 ルートを立案し、いずれかのルートに仮回道路を設置する提案を対象者に

行ったが、どの案にについても了承を得られなかった。 

よって代替道路は、工事用進入路と並行(2 車線)して設ける計画とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対象の住宅 



(3) 仮設進入路計画比較 

前提条件から考えうる進 路の構成要素を整理すると以下の① ⑤の要素が挙げられる。 

この要素の組み合わせにより施工性、経済性等総合的に判断し仮設進入路を計画する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 仮設進入路模式図(考えうる進入路) 

 

東の池

堤体

進入確保が必要な住宅上流側 下流側

④:上流からの進入路

③:池内への進入路

⑤:堤体開削道路

①:下流からの進入路

②:堤体への登坂路

合計 -

設置撤去と1年分の鉄板供用費、借地含まず

③:池内への進入路 5百万円

④:上流からの進入路 20百万円

⑤:堤体開削道路 1百万円

超概算費

(直接工事費)

①:下流からの進入路 14百万円

②:堤体への登坂路 11百万円



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東の池工事用進入路比較表
案1：下流進入路のみ案 案2：上流進入路のみ案 案3：上下流進入路案 案4：堤体掘削路(下流進入) 案5：堤体掘削路(上流進入) 案6：堤体掘削路(上下流進入)

上流進入 × 〇 〇 × 〇 〇

下流進入 〇 × 〇 〇 × 〇

下流斜路 〇 〇 × × × ×

堤体掘削 × × × 〇 〇 〇

30百万円 45百万円 39百万円 21百万円 32百万円 41百万円

斜路(堤頂へ上る) 斜路(堤頂へ上る) なし 堤体掘削部 堤体掘削部 堤体掘削部

下流斜路より 上下流斜路より 上流斜路より 上流斜路より 上流斜路より 上流斜路より

〇 × ◎ △ 〇 ◎

完全 320日 - 320日 320日 340日 320日

断続 60日 - 60日 60日 60日 60日

施工性が悪いため廃案とする。 経済性に劣る 施工性が低い 経済性に劣る 費用対効果が低い

◎ × △ △ 〇 △

※工事費と通行止め期間は超概算によるため参考とする。

※事業計画時点は案1

住宅通行止
め期間
(参考)

概要
(構成)

図

超概算費用
(直接工事費)

上下流への行き来

堤頂への進入

施工性

斜路部分の設置撤去を2回行わな
ければならず施工性が悪い。

堤体掘削埋戻後は、池内へ入れ
ないため、張ブロック復旧など
の施工性が悪い。

採用

評価

上下流それぞれに進入箇所があ
るため、上下流を行き来する必
要は少なく、堤体掘削を行うメ
リットがすくない。(案3で十分)

大まかな施工手順

上流を仕上げ終えてから斜路を
撤去、下流を施工し下流へ逃げ
る

下流を仕上げてから斜路を撤
去、上流へ逃げる

上下流それぞれで施工可能 上流を仕上げてから堤体掘削を
埋戻、下流へ逃げる

下流を仕上げてから堤体掘削を
埋戻、上流へ逃げる

上下流それぞれで施工可能

その他 - - -

工事用道路のために堤体を大き
く掘削する必要がある。 同左 同左

東の池

進入確保が必要な住宅

①

②

③

東の池

進入確保が必要な住宅

①

②

③

④

東の池

進入確保が必要な住宅

①

③

④

東の池

進入確保が必要な住宅

①

③

⑤

東の池

進入確保が必要な住宅

①

③

⑤

④

東の池

進入確保が必要な住宅

①

③

⑤

④

上流側

下流側

上流側

下流側

上流側

下流側

上流側

下流側

上流側

下流側

上流側

下流側



(4) 仮設進入路計画 

以上のとおり、仮設進入路計画は、①下流からの進入路、②堤体への登坂路、③池内への進入路による構成とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 仮設進入路模式図 

  

東の池

堤体

進入確保が必要な住宅上流側 下流側

③:池内への進入路
①:下流からの進入路

②:堤体への登坂路

合計 30百万円

設置撤去と1年分の鉄板供用費、借地含まず

③:池内への進入路 5百万円

 ④:上流からの進入路  20百万円

 ⑤:堤体開削道路  1百万円

超概算費

(直接工事費)

①:下流からの進入路 14百万円

②:堤体への登坂路 11百万円



(5) 施工計画 

1)施工計画立案にかかわる留意点 

・中層混合処理工は洪水吐、取水施設の下も必要なことから、洪水吐、取水施設に先行して行う必要がある。 

・中層混合処理工が複数回にわたると工事費が嵩むことから、極力短期間のうちにすべて行えるよう計画する。 

・堤体上道路を通行不可とする前に仮回道路を設ける必要がある。 

以上より以下の通り施工手順を計画する。 

 

 

 

 

東の池地区工事手順(案)
施工計画図① 施工計画図② 施工計画図③ 施工計画図④

※手順を示したものであり、日数を示したものではない。

下流桝取壊

工事用道路設置(下流進入路)

工種

堤体段切掘削

既設洪水吐取壊

既設底樋取壊

　現道(堤頂道路)使用

　仮回道路使用

工事用道路設置(上流進入路)

斜樋工

下流桝工

洪水吐工

工事用道路撤去(下流進入路)

中層混合処理工

登坂路設置

底樋工

住宅仮回道路

下流堤体埋戻

上流付帯工(張ブロック等)

工事用道路撤去(上流進入路)

登坂路撤去

下流付帯工(腰積ブロック等)

登坂路下

上流(池内)へ重機が入れる期間
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NO.1

研修年月日：令和6年1月16日

工事名

番　号

1. ・仮設進入路比較について

2. ・工事用道路の縦断勾配について1

3. ・工事用道路の縦断勾配について2

工　期 請負金額

　進入路として6案により比較し、現在案1(下流進入路のみ案)を採用して
いるが、このことについてご意見をいただきたい。(別途説明資料)

-

　上記に関して、現場が狭いなどの理由で、登坂路延長を確保できない場
合、アスファルト舗装等の対策を行うことも有効だと考えるが、この場合縦
断勾配をどの程度まできつくすることが可能か。

施工業者名

工事場所

現    地    研    修    表

研　修　提　案　事　項 研　　修　　内　　容

知多支部

　登坂路の縦断勾配について、今回の現場に限らず、通常10％を上限とし
て設計しているところであるが、これ以上勾配をきつくすることはできない
か。(用地の制約等がある場合、曲線にして延長を稼いだり、堤頂を掘削し
高低差を減らすなどの処理が必要になる場合がある。また、勾配が緩いと
登坂路延長が延び工事費が嵩むことになるため、設計としては可能な範囲
でなるべく勾配をきつくしたいところである)
　仮に高低差が5mとして10%の場合、延長50m、13％とした場合、延長
38m。距離にして12m、割合にして0.77縮減できる。(添付資料1)

- コンサル名 (株)日本水工コンサルタント

半田市板山町地内防災ダム事業　東の池地区　調査・測量・設計業務

自　-

至　-

1.仮設進入路比較について

  と下流側から造成を行い走路を確保する①案が良い。

  悪いため③案の複合案がいいと思われる。
 ・施工箇所及び施工完了時の復旧等を考慮すると①案が良い。
 ・進入路として①案が良い。ただし工事用道路幅員のみで考えられて
  いるので待避所及び車両転回場は必要。

2.工事用道路の縦断勾配について１
 ・10tダンプトラックにおいては、記載のとおり10%未満が望ましい
  またスリップ防止措置は必要
  （砕石路盤+敷鉄板+滑り止め or 全面舗装）
 ・施工時期（冬場）及び降雨等を考慮すると10%未満が望ましい
 ・トレーラー等での搬入がある場合、勾配がきついとトレーラーの
  下面がする場合があるので、10%を上限とした方が良い

3.工事用道路の縦断勾配について2
 ・舗装をしたとしても、10%を上限とした方が良い
 ・上記提案事項2案同様



番　号

4. ・工事用道路の縦断勾配について3

5. ・斜樋の構造について

6. ・急傾斜のある水路底版上面の型枠について

7. ・その他

　洪水吐放水路部等、急傾斜のある水路底版上面の型枠について、コンク
リートの傾斜が大きい場合は型枠を計上(一般的に1:3割(18.5°)以上は計
上)しているがそのような考えでよいか。(実態としてどの程度の傾斜から型
枠を使用しているのか)  (添付資料3)

研　修　提　案　事　項

　車両の進入を想定しない場合(バックホウ、不整地運搬車等)の進入路勾
配はどの程度が妥当か(参考：バックホウ等クローラー機械の一般性能とし
ては30°程度　1:1.7  58％)

　現在の計画についてその他のご意見あればいただきたい。

研　　修　　内　　容

　　斜樋及び底樋ゲートついて、コンクリート躯体構造はどうしても複雑とな
りがちであるが、どのような構造が施工しやすいのか参考に教えていただき
たい。(よい例、悪い例など)(コンクリート量を減らすことのみに主眼を置い
て構造決定すると複雑な構造となる)　　(添付資料2)

4.工事用道路の縦断勾配について3
 ・バックホウについては記載の30°程度の走行は可能であるが
  作業形態を考慮し20°とした方が良い。特に不整地運搬車は
  転倒リスク、荷こぼれが多いため20°未満の使用が良い。

5．斜樋の構造について
 ・複雑な構造は避け、プレキャスト製品を採用したらどうか
 ・樋門は構造上仕方ない。樋管はプレキャスト製品を使用したい。
 ・d-d断面は、施工不可能

6.急傾斜のある水路底版上面の型枠について
 ・1：2以下の使用が多いが、現場の条件等を考慮し決定
 ・現場では、1:6（9°）でも使用

7.その他
 ・斜樋の施工時における法面ステージ足場が必要
  （実際の施工時には、昇降設備が無ければ施工不可）
 ・斜樋の配筋図が分かりづらいので、縦横断図等の詳細を明記希望
  （加工図があればベター）
 ・底樋はプレキャスト底樋が採用されているが、止水壁及び
  底樋上流部の呑口においてプレキャスト対応ができないか？
  また洪水吐についても同様にて考えて頂きたい。
  （ため池工事は、工期の制約及び構造物が輻輳するため）
 ・地盤改良（パワーブレンダー）を使用とあるが、進入・退出計画は
  考慮されているか
 ・地盤改良の際に必要な水源は確保されているか？
  スラリー撹拌の場合、水道φ40mm以上が必要。
 ・パワーブレンダーの改良において、右岸側については”横行施工”
  を要するため、別途アタッチメントが必要につき図面に記載
 ・地盤改良の施工数量がV=300m3程度と思われるが、施工数量に
  沿った補正係数の採用をお願いしたい
 ・仮設進入路の際に、表土置場・埋戻仮置き場と記載されているが
  実際可能なのか？工区外に搬出できないか？
 ・池内への進入路構築にあたり、現段階では”表層改良”で想定されて
  いるが、D・box等の採用も検討をお願いしたい。
  （経済性及び施工日数等）
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※設計中につき最終図面ではありません。
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防災ダム事業　東の池地区
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※設計中につき最終図面ではありません。



b-b断面図
S=1:50

2500

850 1650

200 650 200 1250 200

5
0
2

1
1
3

2
7
00

1
0
0

鉄筋コンクリート
21-12-25

均しコンクリート
18-8-25

2
0
0

2
2
00

30
0

600650

EL=17.02

a-a断面図
S=1:50

2500

850 1650

200 650 200 1250 200

600650

c-c断面図
S=1:50

d-d断面図
S=1:50

2
0
00

1
0
0
0

1
00
0

1
0
52

1
0
0
0

5
2

850 1650 1850

1001650100

950

100 850

1
5
60

1
0
0

6
4
0

2
4
2

1
1
3

2500

1650

800 300

850

550

600

1850

1001650100

950

100 850

1850

1001650100

950

100 850

1
8
73

1
0
0

2500

650 1100

1
0
09

1
0
0

350 800

EL=17.22EL=17.22EL=17.22

750

EL=18.38

e-e断面図
S=1:50

2500

650 1100

350 800

1850

1001650100

2
7
07

1
0
0

750

16
93

1
0
0

f-f断面図
S=1:50

2050

650 650

350

750

4
4
4

1
0
0

1
0
0

6
0
0

850

100650100

1500

100 1400

g-g断面図
S=1:50

350

2050

200 2001650

575500575

920

100720100

1
0
0

6
00

600

350 350

h-h断面図
S=1:50

1
2
04

1
0
0

5
6
5

6
3
9

350

1
3
30

1
0
0

20
0

1
1
30

2050

200 2001650

575500575

920

100720100

1
0
0

6
0
0

600

350

300

EL=21.31

取水施設工構造図(2/ )

縮　尺

図  面  の  名  称

原 図

複 写

設　計

測　量

図面番号

5-2
図 示

製 

図

令和   年   月   日終了
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防災ダム事業　東の池地区

例1
下端部標高合わせたほうが施工しやすい？

階段部 底樋部

階段部

底樋部緊急放流孔部

例2
全体通して幅を同一とした方が施工しやすい？

添付資料2

※設計中につき最終図面ではありません。
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洪水吐工構造図(1/2)

洪水吐工構造図(1/2)

土地改良施設耐震対策事業 東の池地区

平 面 図

縦 断 面 図
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型枠計上

実態として何度くらいから
型枠を使用する？
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